
方べきの定理の逆　










　つの線分とまたはの延長との延長が点で交わるとき

　　　　＝

　が成り立つならば，４点，，，はつの円周上にある。

例題　

　点から円へひいた本の接線の接点を，，



















弦と直線の交点をとする。また，直線

上にない円の周上の点に対し，

直線，と円とのと異な

る交点をそれぞれ，とする。こ

のとき，次を証明せよ。

　　点，，，はつの円周上にある。

　　直線は弦に平行である。

証明　

　△と△は２組の角がそれぞれ等しいから相似であり

　　　　：＝：

であるから　　　＝２＝

また，方べきの定理により

　　　　＝

したがって　　　＝

方べきの定理の逆により，点，，，はつの円周上にある。

　この円の円周角として

　　　　＝

これを　　とおく。直線と弦の交点をとすると

　　　　＝－

また　　＝



＝




－＝－

同位角が等しいから直線と弦は平行である。

（点が弦に関し点と反対側にある場合も同様に証明できるので

　考えてみて下さい。）

類題　

　　△△　方べきの定理の逆を使わないで

　　△△△，　＝２

　　点が弦に関し点と同じ側にある場合　　＋＝


